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令和７年度 宇都宮市教職員研修計画 
 

 

１ 計画策定の趣旨 

 
社会の在り方は，刻々と変化しており，今後の社会を見据え，現代社会の変化に対応するため，教育公

務員特例法及び教育職員免許法の一部改正や中央教育審議会まとめ及び答申における新たな教師の学びの

姿などが示されている。これらを受け，教職員が，自らの専門性を高めていく営みと自覚しながら，誇り

を持って主体的に研修に打ち込むことができる学びのマネジメントを行えるようにするとともに，本市が

求める教職員像の具現化を図るため「宇都宮市教職員研修計画」を策定する。 

 
２ 計画の位置づけ 
 

⑴ 教育公務員特例法第２２条の４に定められている研修計画 

 ⑵ 「栃木県教員育成指標」「宇都宮市学校事務職員育成指標」「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」

及び「宇都宮市教職員人材育成システム」との整合性を図りながら本市が目指す教職員の育成を図るた

めの研修計画 

 

３ 計画の期間 
 

  令和７年度（１年間） 

 

４ 対象 
 

  校長，副校長，主幹教諭，教諭，養護教諭，栄養教諭，学校栄養職員，学校事務職員 等 

 

５ 栃木県教員育成指標・宇都宮市学校事務職員育成指標 
 

  各指標は，教職員一人一人が，自らの職責，経験及び適性に応じて，資質の向上を図る際の目安となる

もの，さらに，高度な段階を目指す際の手がかりとなるものである。 

 

６ 本市が求める教職員像 

 
栃木県教員育成指標・宇都宮市学校事務職員育成指標と「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」

及び「宇都宮市教職員人材育成システム」を踏まえ，本市教職員に求められる教職員像を，教育指導や

学校経営上の実践力となる「専門性・指導力」と，実践的な知識や指導力の基盤となる「総合的な人間

力」「教育への情熱」の３点から示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《本市が求める教職員像》 
～豊かな人間性を備え，高い指導力と情熱を持ち続ける教職員～ 
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７ 教職員研修の全体像 
「令和の日本型学校教育」を担う新たな教職員の学びの姿の実現に向けて，「教育センター研修」（集合

研修（ＯＦＦ－ＪＴ））の他，学校における校内研修や授業研究・事務改善に代表される教職員同士の学び
合い（ＯＪＴ）や自主研修を相互に関連させ，一人一人が，主体的な学びのマネジメントを構築し，本市

が求める教職員を育成する。 
学びの姿の実現のポイントは，下記「振り返り」であり，集合研修と校内実践の往還において，潤滑油

とも言える重要な役割を果たす。 

  ・基本研修 

                            ・専門研修（指定研修，指名研修， 

希望研修） 

 

 

 

 

・若手教員・事務                                ・授業実践力養成

職員育成システム                                サポート事業 

・校内研修サポ                                 ・教職員マイスタ 

ート事業                                    ー制度 

    など                                 ・夜間公開講座 

                                             など 

８ 研修の実施にあたっての考え方 
  各研修においては，「育成指標」及び「キャリアマネジメントのイメージ」に基づいて実施する。 
  また，「キャリアマネジメントのイメージ」は，各研修とキャリアアップの体系的な位置づけを明確にし
ていることから，教職員は，これまでの受講を振り返るとともに今後の方向性を見通して，主体的・計画的
に自己の資質能力を向上するために活用することができる。 

なお，各研修は，集合，オンライン（ライブ型・オンデマンド型），集合とオンラインを組み合わせた
ハイブリッド研修など，研修の目的や内容に応じて，より充実した研修となる方法で実施することとする。 
ただし，伝達講習や説明等が主な研修内容となる場合には，基本的にオンライン研修とする。 

 

⑴ 教員のキャリアのステージに応じた研修の実施 

指標に示された各ステージの資質の向上を図るために適切な研修を実施する。 

＜全体指標における教員のキャリア段階と各ステージで身に付けたい資質能力＞ 

 ステージⅠ 

（おおむね1～5年目） 

ステージⅡ 

（おおむね6～10年目） 

ステージⅢ 

（おおむね11～19年目） 

ステージⅣ 

（おおむね20年目～） 

全体指標 教育活動に必要な基礎

的・基本的な知識・技能を

身に付けるとともに，同僚

からの助言等を得ながら

職務を遂行している。 

専門的な知識・技能や，新

たな教育課題に対応する実

践的指導力を身に付けると

ともに，同僚と協働しながら

職務を遂行している。 

学校の課題解決を目指し，

組織を活性化させたり企画

力・実践力を発揮したりする

などミドルリーダーとして

学校運営に積極的に参画し

ている。 

教職生活を通じて培った

経験のもとリーダーシップ

を発揮し，学校の教育目標の

達成を目指して積極的に学

校経営を支え続けている。 

⑵ 学校事務職員の職位のステージに応じた研修の実施 

指標に示された各職位の資質の向上を図るために適切な研修を実施する。 

＜全体指標における学校事務職員のキャリア段階と各職位で身に付けたい資質能力＞ 

 主事 

 

主任 

（おおむね10年目） 

係長級事務長 

（おおむね20年目） 

補佐級事務長 

（おおむね30年目） 

全体指標 学校事務に係る基礎的
な知識や能力を習得し，正
確に事務処理を行ってい
る。また，自らの役割を理
解し，管理職や地域学校園
事務室長に主体的に相談
することが出来ている。 

学校事務に係る高度な知
識や能力を習得し，複雑な業
務や事務改善に努めている。 
また，教職員の支援や助言を
行うとともに，地域学校園事
務職員に対しても，助言を行
っている。 

学校事務について完成し
た能力を有し，業務を主体的
に行うとともに，専門的な立
場から学校運営に参加し，教
育活動の充実に貢献してい
る。また，教職員及び地域学
校園事務職員に対しても，指
導や助言を行っている。 

学校事務について完成し
た能力を有し，高度かつ困難
な業務にも自主的かつ主導
的に行うとともに，専門的な
立場から学校運営に参加し，
教育活動の充実に貢献して
いる。また，教職員及び地域
学校園事務職員に対しても，
指導や支援を行うなど，最大
限に能力を発揮している。 

校内研修OJT 自主研修 

教育センター研修 
集合研修OFF-JT 

本市が求める 
教職員像 

振り返り 振り返り 
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キャリアマネジメントのイメージに応じた研修内容

初
任
者
研
修
　
等
 
※
全
職

教
職
２
年
目
研
修

教
職
３
年
目
研
修

学
校
教
育
相
談
基
礎
研
修

教
職
５
年
目
研
修
等
　
※
全
職

特
別
支
援
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
授
業
力
向
上
研
修

中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
　
等

※
全
職

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
　
※
全
職

教
職
２
０
年
目
研
修
　
※
全
職

学
校
運
営

推
進
リ
ー

ダ
ー

養
成
研
修

キ
ャ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

新
任
教
務
主
任
研
修

新
任
主
幹
教
諭
研
修

宮
・
リ
ー

ダ
ー

研
修

新
任
教
頭
研
修

教
頭
２
年
目
研
修

新
任
校
長
研
修

校
長
研
修

15 3 2 3 3 2 7 2 4 4 4 2 2 2 4 2 3 2

1 素養　心構え ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 服務 ○ ○ ○ ○ ○

3 教育等関係法規 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 働き方 ○ ○ ○ ○ ○

5 メンタルヘルス ○ ○養 ○養・栄 ○養 ○ ○

6 GIGAスクール構想 ○ ○

7 学級経営 ○ ○ ○ ○

8 児童・生徒指導，理解 ○ ○ ○

9 いじめ・非行 ○養 ○養・栄 ○ ○養 ○養

10 不登校 ○養 ○ ○養 ○養

11 カウンセリング（マインド） ○ （〇） ○養 （〇） （〇） （〇）

12 情報モラル，情報セキュリティ ○ ○ ○ ○

13 接遇，傾聴 ○ ○ ○

14 教育相談 ○ ○

15 学習指導 ○ ○ ○ ○

16 教科研究 ○ ○ ○ ○ ○

17 授業力向上 ○ ○ ○ ○ ○

18 ICT活用 ○養 ○ ○※

19 外国語教育 ○

20 生活科 ○

21 特別の教科　道徳 ○ ○ ○ ○

22 総合的な学習の時間 ○

23 特別活動 ○ ○

24 人権教育 ○ ○養・栄 ○栄 ○養 ○ ○

25 特別支援教育 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 プログラミング教育 ○

27 幼児教育 ○ ○ ○

28 キャリア教育 ○

29 家庭・地域との連携 ○ ○ ○ ○栄 ○

30 社会福祉 ○

31 地域学習 ○ ○

32 危機管理 ○ ○養・栄 ○養 ○ ○

33 安全管理・安全教育 ○ ○栄

34 学校運営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 学校組織マネジメント ○養・栄 ○ ○ ○※ ○ ○ ○ ○ ○

36 カリキュラム・マネジメント ○ ○ ○ ○

37 校内研修 ○※

38 人事評価 ○ ○ ○ ○

39 人材育成 ○

40 コーチング ○ ○

41 ファシリテーション ○ ○

42 学校保健行政 ○養 ○養

43 疾病管理 ○養

44 保健指導 ○養

45 保健教育 ○養

46 保健室経営 ○養

47 児童虐待 ○養

48 保健管理 ○養 ○養 ○養

49 性被害 ○養

50 食に関する指導 ○栄 ○栄 ○栄 ○栄 ○栄

51 衛生管理 ○栄 ○栄

52 個人情報保護 ○栄

53 職場関係構築等 ○栄

54 学校給食管理 ○栄 ○栄

55 管理衛生・衛生管理 ○栄 ○栄

56 健康教育 ○栄

57 栄養管理 ○栄

58 調理場管理 ○栄

59 ヤングケアラー ○ ○ ○ ○

○養・・養護教諭に実施するもの ○栄・・栄養教諭等に実施するもの ※・・選択研修を含む

研
修
名

研修内容　／　日数（回数）
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キャリアマネジメントのイメージに応じた研修内容（事務職員のみ）

新
規
採
用
事
務
職
員
研
修

若
手
事
務
職
員
育
成
シ
ス
テ
ム

事
務
職
員
５
年
目
研
修

中
堅
事
務
職
員
資
質
向
上
研
修

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
　
※
全
職

新
任
係
長
級
事
務
長
研
修

新
任
補
佐
級
事
務
職
員
研
修

新
任
教
頭
研
修

教
頭
２
年
目
研
修

新
任
校
長
研
修

校
長
研
修

16 ／ 3 3 2 2 1 4 2 3 2

1 素養　心構え ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 服務 ○ ○ ○ ○

3 教育等関係法規 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 働き方 ○ ○

5 メンタルヘルス ○ ○ ○ ○ ○

6 GIGAスクール構想

7 学級経営

8 児童・生徒指導，理解 ○ ○ ○

9 いじめ・非行

10 不登校

11 カウンセリング（マインド） ○ （〇） （〇）

12 情報モラル，情報セキュリティ ○

13 接遇，傾聴 ○ ○ ○

14 教育相談

15 学習指導

16 教科研究

17 授業力向上

18 ICT活用

19 外国語教育

20 生活科

21 特別の教科　道徳

22 総合的な学習の時間

23 特別活動

24 人権教育 ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 特別支援教育 ○ ○

26 プログラミング教育

27 幼児教育

28 キャリア教育

29 家庭・地域との連携 ○

30 社会福祉

31 地域学習

32 危機管理 ○ ○

33 安全管理・安全教育 ○ ○

34 学校運営 ○ ○ ○ ○ ○

35 学校組織マネジメント ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 カリキュラム・マネジメント

37 校内研修

38 人事評価 ○ ○ ○ ○

39 人材育成 ○

40 コーチング ○ ○

41 学校保健行政

42 疾病管理

43 保健指導

44 保健教育

45 保健室経営

46 児童虐待

47 保健管理

48 性被害

49 食に関する指導

50 衛生管理

51 個人情報保護 ○

52 職場関係構築等 ○ ○ ○

53 学校給食管理

54 管理衛生・衛生管理

55 健康教育

56 栄養管理

57 調理場管理

58 各種手続き（給与・年金等）事務関係 ○ ○ ○ ○

59 業務遂行上の課題 ○ ○ ○ ○ ○

60 財務マネジメント ○

61 タイムマネジメント ○

62 ヤングケアラー ○

研
修
名

研修内容　／　日数（回数）
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⑶ 本市の教職員人材育成における今日的な課題に対応した研修の実施 

 ア 管理職としての能力開発に係る研修 

…教職員個々の資質を高め，統合し，組織的に課題解決を図るためのマネジメント力など，管理職

に必要とされる能力開発のための研修を充実する。 

  イ 不登校及び特別支援教育に係る研修 

…不登校及び特別な配慮や支援を必要する児童生徒に対して適切な指導を行うための力量を身に

付け，専門性を向上させる研修を充実する。 

ウ 急速な世代交代に対応するための研修 

…ベテラン教職員の知恵と技の円滑な伝承や，若手教職員の資質能力の向上のための研修を充実す

る。 

  エ 国・県の動向及び本市学校教育の課題に対応するための研修 

…「令和の日本型学校教育」を担う教職員の専門性や指導力の向上を図るため，学習指導要領や本

市学校教育の課題に対応した研修を実施する。 

 オ 社会の変化に対応する将来を見越した研修 

…情報通信技術（ＩＣＴ）の発展，社会・経済グローバル化，少子化・高齢化の進展，人工知能に

関する研究の進化，雇用環境の変容等，社会の急激な変化に対応できる研修を実施する。 

 

９ 重点及び取組について 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜重点＞ 

「令和の日本型学校教育」を担う教職員が自ら主体的・計画的に資質の向上を図ることがで

きる学びのマネジメントを意識できるよう，以下のスローガンのもと各種研修を実施する。 

   スローガン 学ぶ つなぐ 生かす 
           

⑴  学ぶ 学び続ける教職員を支える研修 

 ・探究心を持ち，自律的に学べる教職員の育成に努めます。 

 

⑵  つなぐ 次世代を担う教職員を支える研修 

・キャリアマネジメントを意識し，相互研鑽し合う教職員の育成に努めます。 

 

⑶  生かす 理論と実践の往還を図る研修 

・学びを自分事として捉え，生かし，自己の成長を実感できる教職員の育成に努 

めます。 

～学ぶだけじゃ もったいない～ 
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 (1)集合研修（ＯＦＦ－ＪＴ） 

   平成１２年に県費負担教職員の研修権限委譲を受けた際に交わした県との覚書に基づき，教育センタ

ーで行う県費負担教職員対象の研修は，基本研修と専門研修に大別する。 

① 基本研修･･･教職員のキャリア段階に応じて必要とされる資質能力を育成する研修 
★については，栃木県総合教育センターと連携し，「とちぎの若手教員１５（いちご）
研修」として実施する。◆については，本市独自の内容を１日実施する。 

 
② 専門研修･･･職位や職務等に関する知識・技術を身に付けたり，教育に関する喫緊の課題並びに教職

員のニーズに対応して指導力の向上を図る研修 

  １）指名研修：基本研修を補完する形で，本市独自に経験年数に応じて受講者を指名して実施 

 
 

研修名 ねらい 主な内容 
初任者研修 

（法定）★◆ 

新任の教諭等に対して，実践的指導力
と使命感を養うとともに幅広い知見を
得させる。 

社会人及び教員としての基礎・基本，学習指導の
基礎・基本，学級経営の基礎・基本，教育公務員
としての服務と接遇，児童生徒理解とカウンセリ
ングマインド 

教職2年目研修 
（フォローア
ップ研修）★ 

教職２年目の段階に即応した教員と
しての資質の向上を図る。 

業力の向上をめざして，児童生へのかかわりの基
本と実際，児童生徒への適切な指導・支援のため
に，教育相談，プログラミング教育 

教職3年目研修 
（フォローア

ップ研修）★ 

教職３年目の段階に即応した教員と
しての資質の向上を図る。 

教員として学び続けるために，学校段階等間の接
続，キャリア教育，教科指導の在り方，よりよい
学級経営に向けて〜学業指導の視点から〜，外国
語教育 

教職5年目研修 

（ステージア
ップ研修）★◆ 

教職５年目の段階に応じた専門的知
識・技能，態度等を身に付け，教員とし
ての専門性の向上を図る。特に，教科指
導力や学級経営能力の向上を図る。 

学級集団づくりに生かす教育相談，ICT を活用し
た授業づくり，学校組織マネジメント，授業力の
向上，特別の教科 道徳の授業づくり，選択研修 

中堅教諭等資
質向上研修 

（法定） 

中堅教諭に即応した教育に関する知
識・技能・態度等を身に付け，教員とし
ての資質の向上を図る。 

授業力の向上（「主体的・対話的で深い学び」の実
現），ミドルリーダーとしての資質の向上，学校組
織マネジメント，カリキュラム・マネジメント，
特別支援教育，服務，教育法規，選択研修 

教職20年目 

研修 

教職２０年目の段階に即応した広い
視点からの教員としての在り方につい
て考え，学校における中核的リーダーと
して活躍できる資質の向上を図る。 

中核的リーダーとしての資質・能力の向上（宇都
宮大学教職大学院との連携），学校組織マネジメン
ト，カリキュラム・マネジメント，特別支援教育，
服務，教育法規，働き方改革，選択研修 

研修名 ねらい 主な内容 
学校教育相談基礎研修 

（教職4年目対象） 
児童生徒指導や学級経営の基盤とな

る学校教育相談の基礎を身に付ける。 
学校教育相談の基礎の習得，発達障がい
の理解と対応，不登校の理解と対応 

特別支援教育の視点を取
り入れた授業力向上研修 
（教職8年目研修【原則】） 

授業に特別支援教育の視点を取り入
れることにより，発達面等に課題のあ
る児童生徒も含めた全ての児童生徒へ
の指導力の向上を図る。 

児童生徒の困り感の理解・分析，授業
力・学級経営力の向上，授業実践 

コミュニケーションスキ

ルアップ研修 
（教職15年目対象） 

コミュニケーションスキルをはじ
め，教職１５年目の段階に即応した教
育実践がなされるために必要とされる
資質・能力の向上を図る。 

ミドルリーダーとしての自覚と学校経
営参画，保護者対応などを適切に行うコ
ミュニケーションスキルの向上，服務，
教育法規，働き方改革，接遇 

キャリアマネジメント 
研修 

（教職30年目対象） 

教育の今日的課題の理解を深め，組
織におけるキャリアの活かし方につい
て実践を通して，ベテラン教員に求め
られる資質・能力の向上を図る。 

ベテラン教員としてのマネジメントマ
インドの高揚，カリキュラム・マネジメ
ント，働き方改革，個別課題実践研修 

学校運営推進リーダー 

養成研修 

本市学校教育を支え，将来の学校運
営を推進する上で必要となる学校組織
及び教育課程をマネジメントする資
質・能力の向上を図る。 

学校組織マネジメント，カリキュラム・
マネジメント，働き方改革，人材育成 
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係長級
（概ね20年目）

補佐級
（概ね30年目）

　学校事務について完成した能
力を有し，業務を自主的に行うと
ともに，専門的な立場から学校
運営に参加し，教育活動の充実
に貢献している。
　また，教職員及び地域学校園
事務職員に対しても，指導や助
言を行っている。

　学校事務について完成した能
力を有し，高度かつ困難な業務
にも自主的かつ主導的に行うと
ともに，専門的な立場から学校
運営に参加し，教育活動の充実
に貢献している。
　また，教職員及び地域学校園
事務職員に対しても，指導や支
援を行うなど，最大限に能力を
発揮している。

〇総務に関する指標

１～３年目 ４年目～ １～３年目 ４年目～ 係長級 補佐級

・定型的業務処理能力 ・課題発見解決力 ・情報管理処理能力
・校内事務改善

・情報管理処理能力
・学校園事務室運営能
力

・専門的な立場からの提案・
実践・助言・評価・改善能力
・学校園事務室運営能力

・専門的な立場からの提案・
実践・助言・評価・改善能力
・学校園事務室管理運営力

事務処理
及び情報
管理

文書管理
調査統計

　事務処理及び情報管
理について，適正な在
り方を理解し，正確に
処理している。各種情
報を教職員と共有して
いる。

　事務処理及び情報管
理について，迅速・正
確に処理している。各
種情報を教職員と共有
している。

　迅速で正確な事務処
理を行うとともに，事
務改善に努めている。
各種情報を教職員へ適
切に共有している。

　迅速で正確な事務処
理を行うとともに，事
務改善に努めている。
各種情報を教職員や地
域学校園の事務職員に
適切に共有するととも
に，助言を行ってい
る。

　迅速で正確な事務処理を行
うとともに，各種情報を管理
し，教職員及び地域学校園事
務職員に指導及び助言を行っ
ている。

　迅速で正確な事務処理を行
うとともに，各種情報を管理
統括している。また，学校事
務に関する専門的な研究に当
たり，教職員及び地域学校園
事務職員に指導及び支援を
行っている。

会計及び
監査に関
すること

予算管理
学校徴収金
補助金

　校内諸会計に関して
適正な在り方を理解
し，正確に処理してい
る。

　校内諸会計に関して
適正な在り方を理解
し，迅速・正確に処理
している。

　校内諸会計に関し
て，適正かつ効果的に
事務処理を行い，教職
員を支援している。

　校内諸会計に関し
て，適正かつ効果的に
事務処理を行い，教職
員へ支援及び助言を
行っている。

　会計に関する校内検査等を
定期的に行い，適切な処理を
教職員及び地域学校園事務職
員に支援及び助言を行い，透
明かつ効率的な事務処理に努
めている。

　会計に関する校内検査等を
定期的に行い，適切な処理を
教職員及び地域学校園事務職
員に指導及び支援を行い，透
明かつ効率的な事務処理を
行っている。

組織運営 　会議等で事務職員の
立場から提案し，教育活
動の充実に寄与してい
る。

　会議等で専門的な知
識を活かし，事務職員
の立場から積極的に提
案し，教育活動の充実
に寄与している。

　会議等で専門的な視点から
学校運営に参画し，教育活動
の充実に寄与している。
　専門的知識を活かし，校内
規定等の策定・改訂を企画・
立案している。

　会議等で専門的な視点から
学校運営に参画し，教育活動
の充実に貢献している。
　専門的知識を活かし，校内
規定等の策定・改訂を企画・
立案している。

　来校者に対して，相手
の立場を尊重した対応を
行っている。保護者や地
域，関係機関と関わり，
事務職員の立場から学
校の情報発信を行って
いる。

　来校者に対して，相手
の立場を尊重した対応を
行うとともに，関係機関と
の情報共有に努めてい
る。
　学校と保護者，地域を
つなぐため学校の情報
発信を行っている。

　相手の立場を尊重した対応
を行うとともに，関係機関と
の情報の共有を図っている。
　学校と保護者，地域，地域
学校園をつなぐための情報の
収集・発信を積極的に行って
いる。

　相手の立場を尊重した対応
を行うとともに，関係機関と
の情報の共有を行っている。
　学校と保護者，地域，地域
学校園事務室をつなぐための
情報の収集・発信を意欲的か
つ積極的に行っている。

就学援助
学籍

　児童生徒指導におけ
る児童生徒理解と信頼
関係づくりの大切さを
理解している。

　児童生徒指導におい
て，学級担任と連携
し，情報交換を行って
いる。

〇人事・財務に関する指標

１～３年目 ４年目～ １～３年目 ４年目～ 係長級 補佐級

・公務員としてのマ
ナー・接遇
・児童生徒理解・組織
理解

・教育目標・教育課程
への理解

・ミドルリーダーとし
ての教育支援

・ミドルリーダーとし
ての教育支援
・アドバイス力

・指導助言能力
・ティーチング力

・管理運営力
・コーチング力

人事・服
務に関す
ること

人事
服務

　人事事務や服務事務
を適正に行っている。

　人事事務や服務事務
への理解を深め，適正
に行っている。

　人事事務や服務事務
に習熟し，を適正に行っ
ている

　人事事務や服務事務
に習熟し，管理職と連
携し，地域学校園事務
室職員に対しても助言
を行っている。

　人事事務や服務事務を管理
し，教職員及び地域学校園事
務職員への指導や助言をして
いる。

　人事事務や服務事務を管理
し，校内及び地域学校園事務
室の指導及び支援をしてい
る。

コンプライ
アンスの
推進

　法令等の意義につい
て理解している。

　教職員に対して，法
令等の情報提供を行っ
ている。

給与に関
すること

給与
旅費

　給与・旅費事務に関
する諸帳簿の作成を
行っている。

　給与・旅費事務に関
する理解を深め，諸帳
簿の作成を行ってい
る。

　給与・旅費事務に関す
る諸帳簿の作成を適切
に行っている。

　給与・旅費事務に関す
る諸帳簿の作成を適切
に行うとともに，管理して
いる。また，地域学校園
事務室職員に対しても
助言を行っている。

　給与・旅費事務に関する諸
帳簿の管理を徹底するととも
に，教職員及び地域学校園事
務職員に指導や助言を行って
いる。

　給与・旅費事務に関する諸
帳簿の管理を徹底するととも
に，教職員及び地域学校園事
務職員に指導及や支援を行っ
ている。

学校予算
財務
施設設備
教材

　予算・管財に関する
基礎的な知識・実務を
習得している。予算執
行や施設設備の現状を
把握し，適切に処理し
ている。

　予算執行や施設設備
の現状を把握し，教職
員へ情報提供を行いな
がら，適切に処理して
いる。

　学校予算を把握し，施
設設備の維持管理に関
する業務を行っている。
　学校予算を学校教育
目標と関連づけて理解し
ている。

　学校予算を把握し，施
設設備の維持管理に関
する業務を校内で連携し
て行っている。また，域
学校園事務室職員に対
しても助言を行ってい
る。さらに，学校予算を，
学校教育目標と関連づ
けて理解している。

　学校予算を把握し，学校経
営の視点に立った施設整備の
維持管理を行っている。
　教職員と連携し，学校教育
目標を達成するための予算管
理及び地域学校園内の指導や
助言を行っている。

　学校予算を把握し，学校経
営の視点に立った施設整備の
維持管理を的確に行ってい
る。
　教職員と連携し，学校教育
目標を達成するための予算管
理及び地域学校園内の指導や
支援を行っている。

予算管理
学校徴収金
補助金

　経理に関する基礎的
な知識・実務を習得
し，教職員と連携しな
がら会計事務を行って
いる。

　経理に関する知識・
実務を習得し，改善に
努めながら，教職員と
連携して会計事務を
行っている。

　児童生徒の家庭環境
等を把握し，教職員と
連携しながら会計事務
を行っている。

　児童生徒の家庭環境
等を把握し，教職員と
連携しながら会計管理
を行っている。また，
域学校園事務室職員に
対しても助言を行って
いる。

　児童生徒の家庭環境等につ
いて情報を共有しながら教育
的配慮の視点にたった会計管
理を企画・提案している。
　地域学校園事務職員に経理
事務に関する指導や助言を
行っている。

　児童生徒の家庭環境等につ
いて情報を共有しながら教育
的配慮の視点にたった会計管
理を企画・提案している。
　地域学校園事務職員に経理
事務に関する指導や支援を
行っている。

　教職員や関係機関と連携しながら，家庭や児童生徒の状況
を踏まえた就学支援等を行っている。

　電話対応や来校者対応において，相手の立
場を尊重した対応を行っている。対応後の関
係職員への連絡等を迅速・的確に行ってい
る。

全体指標

主事
【能力育成期】

主任
【能力開発期】

（概ね10年目）

人事・財務全般に
発揮すべき主な能
力

予算・管財に関す
る業務

経理に関する業務

　学校事務に係る高度な知識や能力を習得し，複
雑な業務や事務改善に努めている。
　また，教職員への支援や助言を行うとともに，地
域学校園事務職員に対しても，助言を行っている。

　学校事務に係る基礎的な知識や能力を習得し，
正確に事務処理を行っている。
　また，自らの役割を理解し，管理職や地域学校
園事務室長に主体的に相談することが出来てい
る。

　校内規定等の内容を理解し，事務職員の視
点をもって整備に関わっている。

「宇都宮市学校事務職員育成指標」

主事

庶務及
び監査
等の処
理に関
する業

務

人事・
給与等
に関す
る業務

主事 主任

　児童生徒の状況を把握し，教職員や関係機
関と連携しながら，就学支援等を行ってい
る。制度について理解し，適切に情報提供し
ている。

事務長
職務内容の例

事務長
【能力発揮期】

総務全般に発揮す
べき主な能力

校内規定等の整備

保護者・地域住民
への対応

児童・生徒指導へ
の支援

主任 事務長

　法令等の理解に努め，教職員に対して積極
的に情報提供をしているとともに，地域学校
園事務室職員に対しても助言を行っている。

職務内容の例

　教職員及び地域学校園事務職員に対して法令等の周知徹底
を図るとともに，地域学校園事務室職員に対しても指導を
行っている。

本市が求める教職員像

～豊かな人間性を備え，高い指導力と情熱を持ち続ける教職員～

20



〇参画・経営に関する指標

１～３年目 ４年目～ １～３年目 ４年目～ 係長級 補佐級

・コミュニケーション
能力
・自己マネジメント能
力

・組織マネジメント力
・自己マネジメント能
力

・組織マネジメント力
・プレゼンテーション
能力

・組織マネジメント力
・交渉能力

・学校組織運営能力
・交渉能力

・地域連携力
・コーディネート力

　学校行事等において
活動の意義を理解し，
担当業務を確実に行っ
ている。

　学校行事等において
活動の意義を理解し，
関係職員と連携しなが
ら積極的に参画して
る。

　学校行事等において
活動の意義や位置づけ
を理解し，企画提言等
を行っている。

　学校行事等において
活動の意義や位置づけ
を理解し，改善につな
がる企画・提言等を
行っている。

　学校行事等において専門的
な立場から，企画・提言や教
職員への指導や助言を行って
いる。

　学校行事等において専門的
な立場から，企画・提言や教
職員への指導及び支援を行っ
ている。

学校の組
織運営に
関するこ
と

　全体の関わりの中
で，自らの役割を果た
している。

　学校教育目標達成に
向け，全体の関わりの
中で，自らの役割を果
たしている。

　事務管理を徹底し，関係機
関と連携しながら，学校課題
の解決に寄与している。
　学校組織マネジメントを活
かし，学校経営改善を行って
いる。

　事務管理を徹底し，関係機
関と連携しながら，学校課題
の解決に貢献している。
　学校組織マネジメントを活
かし，学校経営改善を積極的
に行っている。

共同実施
（地域学
校園事務
室）の運
営

　地域学校園事務室の
OJTを活用し，学んだ
ことを日々の業務に生
かしている。また，管
理職や地域学校園事務
室長に自ら相談するこ
とが出来ている。

　地域学校園事務室内
の自らの役割を理解
し，積極的に情報共有
や事務処理の効率化に
取り組んでいる。ま
た，管理職や地域学校
園事務室長に自ら積極
的に相談することが出
来ている。

　地域学校園事務室等
を活用し，学校運営に
ついての理解を深める
とともに，校内でも教
職員の事務負担軽減等
を行っている。

　地域学校園事務室等
を活用し，学校運営に
ついての理解を深める
とともに，効率的な学
校運営や教職員の事務
負担軽減等を行ってい
る。また，地域学校園
内の事務職員への助言
を行っている。

　地域学校園事務室を活用
し，効率的な学校運営や教職
員の事務負担軽減等を企画・
提言している。
　地域学校園事務室で，経験
やスキルを生かしリーダー
シップを発揮している。

　地域学校園事務室を活用
し，効率的な学校運営や教職
員の事務負担軽減等を提言し
ている。
　地域学校園事務室で，経験
やスキルを生かしリーダー
シップを発揮するとともに，
所属事務職員に指導及び支援
を行っている。

　学校の安全計画を理
解し，実施している。
　安全上の課題解消の
ため，管理職への報告
等を確実に行い，安心
安全な学校環境づくり
を行っている。

　学校の安全計画を理
解し，確実に実施して
いる。
　安全上の課題解消へ
管理職・教職員と協力
して取り組み，安心安
全な学校環境づくりを
行っている。

　学校の安全計画を理
解し，確実に実施して
いる。
　安全上の課題の解消
に対応し，積極的に安
心安全な学校環境づく
りを行っている。

　学校の安全計画を理
解し，確実に実施して
いる。
　安全上の課題の解消
に対応し，校内で連携
して安心安全な学校環
境づくりを行ってい
る。

　連携を推進するため
の各種事業に積極的に
参画している。

　家庭及び地域と連携
し，各種事業に積極的
に参画している。

〇意欲・態度に関する指標

１～３年目 ４年目～ １～３年目 ４年目～ 係長級 補佐級

教育的愛
情

信念，熱
意

人権尊重
の精神

誠実・品
位

公正

法令の遵
守

責任感

寛容性

協調性

　家庭及び地域と連携し，学校への理解と協力を推進するた
めの企画・提言を行っている。

　自己の能力向上のために，研究と修養に取り組んでいる。

主任 事務長

　礼儀正しい態度で誠実に仕事に取り組んでいる。

　偏りがない見方・考え方で公正に勤務している。

　職務・勤務の在り方を自覚し，厳正に勤務している。

　責任をもって職務を遂行している。

　異なる意見・立場を尊重し，職務にあたっている。

　児童生徒に教育的愛情をもって接している。

　正しい信念のもと，熱意と使命感をもって仕事に取り組んでいる。

　学校の安全計画を理解し，確実に実施している。
　安全上の課題の解消に対応し，教育活動の目標達成のため
の学校環境づくりを行っている。

　人権尊重の観点を重視し教育活動を行っている。

主事

主事

　同僚と協調して職務にあたっている。

誠実・
品位，
公正，
法令の
遵守等

研修に対する意欲

責任
感・寛
容性・
協調性
等

参画・経営全般に
発揮すべき主な能
力

教育的
愛情・
熱意

家庭・地域との連
携

学校行事等への参
画

日常の教育活動に
おける安全確保

学校経
営への
参画

職務内容の例
主任 事務長

　全体の関わりの中で，学校経営改善の視点
を持って自らの役割を果たしている。

職務内容の例

　連携を推進するための各種事業の意義を理
解し，関わっている。
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令和７年度 宇都宮市教職員研修計画【概要版】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                              

                          

                                  

                                    

 

 

          

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本研修・指名研修で実施する校内実践研修 

〈集合研修〉 

校内研修サポート事業 

基
本
研
修 

 

専 
 

 

門 
 

 

研 
 

 

修 

 
 
 
ア 管理
職とし
ての能
力開発 

 
イ 特別
支援教
育 

 
ウ 急速
な世代交
代に対応 
 
エ 国・
県の動
向及び
本市学
校教育
の課題
に対応 

 
オ 社会
変化に
対応 

学校教育相談
基礎研修 

特別支援教育の視点を取り入れた 
授業力向上研修 

中堅教職員資質向上研修(法定) 

〈キャリア段階に応じた研修〉 
〈本市がとら

える課題〉 教職員２０年目研修 

キャリアマネジメント研修 

学校運営推進リーダー養成研修 

とちぎの若手教員15(いちご)研修 
 
 初任者・新規採用

教職員研修(法定) 
教職員２年目研修 

教職員３年目研修 

《本市が求める教職員像》 
～豊かな人間性を備え，高い指導力と情熱を持ち続ける教職員～ 

不登校対応力向上研修，ＧＩＧＡスクール構想推進リーダー研修，カリキュラム・マネジメント研修，地域学校園事務室長研修 
小学校英語教育推進教員養成研修，中学校英語教員研修，特別支援教育コーディネーター研修 など １８講座 

不登校対応スキルアップ研修，ＧＩＧＡスクール構想キックスタート研修，小学校算数・理科専科教員スキルアップ研修，Ｑ－Ｕ活用研修，宇都宮学研修 など  １７講座 

指
定
研
修 

希
望
研
修 

若手教員育成システム 

若手事務職員育成システム 

教職員マイスター制度 授業実践力養成サポート事業 

中教審「「令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り

方について～「新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する

質の高い教職員集団の形成～（答申）」 

〈校内研修〉 

〈自主研修〉 
夜間公開講座「教育なう」 

 

宇都宮市教職員人材育成システム 
栃木県教員育成指標，宇都宮市学校事務職員育成指標 

【計画の趣旨】 

社会の在り方は，刻々と変化しており，今後の社会を見据え，現代社会の変化に対応するため，教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部改正や中央教育審議会まとめ及び答申における新たな教師の学び

の姿などが示されている。これらを受け，教職員が，自らの専門性を高めていく営みと自覚しながら，誇りを持って主体的に研修に打ち込むことができる学びのマネジメントを行えるようにするとともに，本

市が求める教職員像の具現化を図るため「宇都宮市教職員研修計画」を策定する。 

【計画期間】 

令和７年度 

（毎年見直し） 

 

○学ぶ 学び続ける教職員を支える研修 

・探究心を持ち，自律的に学べる教職員の育成に努めます。 

 

本年度の重点 

宮・リーダー研修 
新任主幹教諭研修 
新任教務主任研修 

校長研修 
新任校長研修 
教頭２年目研修 
新任教頭研修 
 

コミュニケーション 
スキルアップ研修 

指
名
研
修 

第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画 

教職員５年目研修 

･･･「令和の日本型学校教育」を担う教職員が自ら主体的・計画的に資質の向上を図ることができる学びのマネジメントを意識できるよう，以下のスローガンのもと各種研修を実施する。 

ステージⅠ（概ね1年目～5年目） ステージⅡ（概ね6年目～10年目） ステージⅢ（概ね11年目～19年目） ステージⅣ（概ね20年目～）

　教育活動に必要な基礎的・基本的な知識・技能を身に付けるとともに，同僚から

の助言等を得ながら職務を遂行している。

　専門的な知識・技能や，新たな教育課題に対応する実践的指導力を身に付けると

ともに，同僚と協働しながら職務を遂行している。

　学校の課題解決を目指し，組織を活性化させたり企画力・実践力を発揮したりす

るなどミドルリーダーとして学校運営に積極的に参画している。

　教職生活を通して培った経験のもとリーダーシップを発揮し，学校の教育目標の

達成を目指して積極的に学校経営を支え続けている。

主事【能力育成期】 主任【能力開発期】

（概ね10年目） 係長級（概ね20年目） 補佐級（概ね30年目）

　学校事務に係る基礎的な知識や能力を習得し，正確に事務処理を行っている。ま

た，自らの役割を理解し，管理職や地域学校園事務室長に主体的に相談することが

出来ている。

　学校事務に係る高度な知識や能力を習得し，複雑な業務や事務改善に努めてい

る。また，教職員への支援や助言を行うとともに，地域学校園事務職員に対して

も，助言を行っている。

　学校事務について完成した能力を有し，業務を自主的に行うとともに，専門的な

立場から学校運営に参加し，教育活動の充実に貢献している。また，教職員及び地

域学校園事務職員に対しても，指導や助言を行っている。

 学校事務について完成した能力を有し，高度かつ困難な業務にも自主的かつ主導

的に行うとともに，専門的な立場から学校運営に参加し，教育活動の充実に貢献し

ている。また，教職員及び地域学校園事務職員に対しても，指導や支援を行うな

ど，最大限に能力を発揮している。

教員の

全体指標

事務長【能力発揮期】

学校事務職員の

全体指標

○つなぐ 次世代を担う教職員を支える研修 

・キャリアマネジメントを意識し，相互研鑽し合う教職員

の育成に努めます。 

○生かす 理論と実践の往還を図る研修 

・学びを自分事として捉え，生かし，自己の成長を実感で

きる教職員の育成に努めます。 

 
 

スローガン 学ぶ つなぐ 生かす ～学ぶだけじゃ もったいない～ 

資料１ 
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令和７年度 

宇都宮市教育センター 

研修開催要項 
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１ 研修受講の手引き 

(1) 研修の受講にあたって 
  宇都宮市教育センターでは，本市が求める教職員像の具現化に向け，宇都宮市教職員研修計画

に基づき「教育センター研修」（集合研修（ＯＦＦ－ＪＴ））を実施いたします。各学校において

も，校内研修（ＯＪＴ）と,各教職員においては自主研修とを相互に関連させ，資質の向上に努

めてください。 

 

(2) 研修受講者の報告等について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  〇 研修のトビラからの報告 
ステップ１ 管理職等による市教委への報告  

※ミライム：オリジナルメニュー ＞ 研修のトビラ ＞ 受講者の申込み 
 

〇 Ｗeｂによる申込み（県主催については，個人アドレス宛てのメールを参照） 

ステップ２ 受講者による申込み ⇒ 管理職の承認による申込み 
（確実に行えるようにしてください。） 

「Plant 全国教員研修プラットフォーム」を活用した受申込み等の詳細は， 
「研修のトビラ」を参照してください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

研修名 
管理職等による報告，
受講者による申込， 

管理職による承認期間 
主催 備考 

基本研修 
４月２１日（月）～ 
４月２５日（金） 

県・市 
新年度に通知する。 
新規採用を除く。 

指定研修 
４月１８日（金）まで 

市 

４月３日（木）まで 

⇒特別支援学級等新任担当教員研修 

⇒特別支援学級等担当教員研修 

４月１４日（月）まで 

⇒特別支援教育コーディネーター研修 

⇒特別支援教育スキルアップ研修 

指名研修 市 「学校運営推進リーダー養成研修」は除く。 

専門研修Ⅰ 
４月１４日（月）～ 
４月１８日（金） 

県 
新年度に通知する。 
専門研修Ⅱは，本市は原則受講不可 

希望研修 開催の２週間前まで 市 
定員のある研修は，期間前に申込等
を締め切ることがある。 

Plant 全国教員研修 

プラットフォーム 

管理職 

受講者 

承認 

申込み 

Web 

ステップ１ ステップ２ 

各学校 

管理職または教務主任 
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(3) 指定変更・欠席等の手続きについて ※Google フォーム 
  研修の指定変更等の手続きについては，次のようにお願いします。 

① 連絡先 

    市教育センター主催の研修，県総合教育センター主催の研修とも，指定変更・欠席等につい

ての電話連絡は，宇都宮市教育センター情報・研修グループ研修担当にお願いします。 
 
      
      

 

 

②  指定の変更の方法 

ア 受講の指定変更を希望する場合は，学校長が事前に連絡及び Google フォームにより，市

教育センター所長に申請します。  
イ 市教育センター所長は，指定変更の理由がやむを得ないものと認めたとき，指定変更の許

可を校長に回答します。 
（県総合教育センター主催の研修にあっては，宇都宮市教育センターから河内教育事務所を経

由し県総合教育センター所長の許可を得て回答します。） 
 

③  研修の欠席等の方法 

  研修は全日程出席が原則ですが，やむを得ない事由により欠席（遅刻・早退）をする場合

には，事前に，管理職が，宇都宮市教育センターに連絡し，Google フォームにより，同セ

ンター所長に申請し，許可を受けてください。 
 
(4) 希望研修の受講の可否について 

原則スプレットシートへの入力をもって可とします。ただし，人数制限のある研修について

は，個別に連絡する場合があります。また，報告期限以降も，受講は受け付けることとします

が，その際は，入力前に宇都宮市教育センターへ（TEL６３９－４３８２）御連絡ください。  
 

(5) 駐車場について 
駐車台数が限られておりますので，できるだけ公共交通機関等の利用に御協力ください。 
「教育センターを会場とする研修の駐車場の利用について」を御覧ください。 
 

(6) 研修開催通知について 
送付する研修開催要項をもって研修開催通知とします。 
 

(7) 職員証の着用について 
研修中は，原則として宇都宮市学校職員証の着用をお願いします。 

 
(8) 非集合型オンライン研修の実施にあたっての勤務態様等について 

Zoom，Google Meet 等を利用しオンラインによりライブ型を中心とした研修を勤務校にて受

講する場合の勤務態様は「出張」（旅費支給なし）となります。 
出勤簿や旅行命令簿等への記入については，令和２年９月２３日付け事務連絡「Web 会議シ

宇都宮市教育センター 
情報・研修グループ研修担当 校 長 

河内教育

事務所 
栃木県総合教育

センター 
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３ 研修別開催要項 
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 栃木県総合教育センター主催研修の選択研修について（小・中学校） 
 

 

教職５年目研修，中堅養護教諭資質向上研修，栄養教職員 20 年目研修においては，それぞ

れの研修の１日を，受講者が自主的・主体的に選ぶ選択研修としています。これは，受講者

が自らの能力，適性等に応じて，主体的に各種研修や研究大会等に参加することにより，教

職員としての資質や専門性の向上を図ることを目的としています。 

 

１ 研修期日 

 ○ ６月～１月の期間中の１日 

 

２ 選定要件 

(1) 自主的・主体的に選んで参加するもので，次の機関または団体等が主催する研修及び研

究大会等（オンラインでの実施を含む）。 

① 栃木県総合教育センター 

ア 開催要項に示されている研修のうち，専門研修２，専門研修３，生涯学習研修よ

り選択する。 

イ 教育研究発表大会 

② 栃木県教育委員会，各教育事務所，各市町教育委員会，各教育研究所 

③ 宇都宮大学及び宇都宮大学共同教育学部附属幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校  

④ 栃木県小・中学校教育研究会（各地区小・中学校教育研究会） 

⑤ 栃木県連合教育会 

⑥ 社会教育施設 

※ただし，栄養教職員 20 年目研修の選定要件は①～③及び⑤とする。 

(2) 受講者の能力，専門性等の向上に役立つと校長が判断した場合，(1)の機関または団体等

以外が主催する県内の研修等も認める。オンラインでの実施の場合は，県外も認める。 

(3) 選択する研修は，半日以上のものとする。なお，当センターにおける教育研究発表大会

については，各部会の参加をもって選択研修とすることができる。 

 

 

◎ 留意点 

(1) 受講者は，校長と協議の上，選定してください。 

(2) 総合教育センター等における研修の期日との重複を避けてください。 

(3) 詳細については，それぞれの研修で説明いたします。 

また，総合教育センター主催の専門研修２については，宇都宮市では，後日通知する一部

の研修しか受講が認められておりませんが，専門研修２は，それぞれの研修の第１日より受

講申込みの締切りが早く設定されておりますので，当該研修を選択する場合は，申込み期限

に注意してください。 

(4) 各研修の提出書類の様式は，総合教育センター Web サイトの各研修の一覧にある，提出書

類等の「様式等」からダウンロードできます。 

 
  

 

センター
トップページ

教職員研修
小学校・中学校・
義務教育学校の教員
を対象とした研修

各研修の
一覧

提出書類等
の様式等
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〔別紙〕令和７（2025）年度 栃木県総合教育センターが主催する研修を受講したと見なす研修 

栃木県総合教育センターが主催する研修 市町教育委員会が主催する研修 
○新任特別支援教育コーディネーター研修 

（小・中学校）   （専門研修１ア） 
○特別支援コーディネーター研修会（芳賀町） 
○特別支援教育コーディネーター研修（壬生町） 
○町特別支援教育コーディネーター研修（那須町） 
○特別支援教育コーディネーター研修会（足利市） 

○合同研修〔幼小〕  （専門研修１ア） ○幼小連携合同研修（宇都宮市） 
○鹿沼市幼小連携のための研修会（鹿沼市） 
○第３回日光市幼稚園･保育園･小学校連携推進研修会 

（日光市） 
○令和７年度真岡市幼児教育連絡協議会研修会

（真岡市） 
○幼保小連絡会研修会（市貝町） 
○芳賀町幼小連絡会研修会（芳賀町） 
○壬生町幼保小連携推進研修会（壬生町） 
○野木町幼保小連絡協議会研修会（野木町） 
○小山市幼児教育連絡協議会幼小連携研修会 

（小山市） 
○栃木市幼保小連絡協議会研修会（栃木市） 
○幼小連絡協議会第３回研修会（下野市） 
○矢板市幼小連携推進委員会研修会（矢板市） 
○さくら市幼・保・小連絡協議会研修（さくら市） 
○塩谷町幼・保・小連絡協議会研修（塩谷町） 
○高根沢町幼小連携協議会研修会（高根沢町） 
○ハッピースローププランこ小連携部会研修会 

（那珂川町） 
○幼小連携教育研究会（佐野市） 
○幼小連携推進研修会（足利市） 

○新任学習指導主任研修（小・中学校） 
（専門研修１イ） 

○学習指導主任研修（宇都宮市） 
○鹿沼市学習指導研修会（鹿沼市） 
○学習指導主任研修会（真岡市、芳賀４町 

（益子町、茂木町、市貝町、芳賀町）） 
○壬生町学習指導主任研修会（壬生町） 
○野木町学力向上研修会（野木町） 
○学習指導主任研修（下野市） 
○矢板市学習指導主任研修（矢板市） 
○学力向上推進研修会（さくら市） 
○ハッピースローププラン 学力向上部会研修会 

（那珂川町） 
○学力向上推進委員会（那須町） 
○学習指導主任研修会（那須塩原市） 
○佐野市学習指導主任研修会（佐野市） 
○学力向上研修会（足利市） 

○新任児童指導主任研修（小学校） 
（専門研修１イ） 

○新任生徒指導主事研修（中学校） 
（専門研修１イ） 

○鹿沼市児童生徒指導担当者研修会（鹿沼市） 
○芳賀町小中連携推進会議 児童生徒指導部会

（芳賀町） 
○壬生町児童生徒指導研修会（壬生町） 
○野木町児童・生徒指導研修会（野木町） 
○ハッピースローププラン 児童生徒指導部会研修会
（那珂川町） 

○新任進路指導主事研修（中学校） 
（専門研修１イ） 

－ 
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 宇都宮市教育センターを会場とする研修の駐車場の利用について 

令和７年４月現在 
 
 宇都宮市教育センターを会場とする研修のうち，原則として，参加人数がおおむね４０名を越

える日については「第２駐車場」を，６０名を超える日については「臨時駐車場」を開放します

が，駐車できる台数に限りがありますので，予め御了承ください。 

 御利用にあたっては，下記の留意事項を御確認下さい。 
 
１ 共通事項 

 ・ 利用可能な駐車場は，研修日によって異なります。 

学校用グループウェア「ミライム」『キャビネット』に利用可能日の一覧をアップしますので，

各自ご確認ください。 
   ※確認方法 
    学校用グループウェア「ミライム」『キャビネット』→『02 教育センターキャビネット』

→『02 研修』→『20 駐車場利用可能日一覧』 

 ・ 開錠は研修等開始３０分前，施錠は研修終了時刻の３０分後または午後５時です。 
 ・ 駐車場内での誘導等はありませんので，利用にあたっては，事故やトラブルがないように

十分ご留意ください。 

・ 研修開始時刻に遅れないよう時間に余裕を持ってお越しください。 
・ 周辺店舗等への駐車は，御遠慮ください。 
・ 教育センター敷地内へは，東側から侵入してください。所内は一歩通行です。 

 
２ 第２駐車場 

  【宇都宮保育園の北側，教育センターまで 
約２５０メートル】 

・ 通路を十分に確保するために指定場所 

以外への駐車は御遠慮ください。 

 ・ 出入口近くのパッカー車駐車スペース付近 

には，くれぐれも駐車しないようお願いしま 

す。 

・ 隣接住宅への配慮のため，フェンス向きに 

駐車する前面駐車に御協力ください。 

 

 

３ 臨時駐車場 

【宇都宮城址公園の東側，教育センターまで 
 約２００メートル】 

・ アイドリングストップを徹底してください。  

また，通路を十分に確保するために指定場所 

以外への駐車は御遠慮ください。 

・ 隣接住宅への配慮のため，フェンス向きに 

駐車する前面駐車に御協力ください。 
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1-1-24 320-0816

     TEL 028-639-4380   FAX 028-639-4390

           639-4381           639-4390

                639-4382           639-4395

            639-4385           639-4395

  ( )     639-4383           639-4393

      689-8995           627-2800

   HOME PAGE  http://www.ueis.ed.jp         e-mail  info@ueis.ed.jp 
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